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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【入院】
・福原　久美子様～東病棟Ｂユニット1号室に任意入院となる。

＜患者様情報＞
・瀧澤　幸輝様～経管栄養カテーテルの自己抜去があったことを報告し再挿入の指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放時他室侵入あり自制できず早めの開放観察終了とする。自室では脱衣あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。被害的な言動なく表情柔和。不穏。興奮もない。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～身体拘束中。ラウンド時MTチューブ自己抜去あり主治医不在の為馬渡Drへ報告、スタッフ二名にて確認し再挿入する。その後も体動活発さあるもライントラブルなく経過。引き続き、症状観察と早期に拘束解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時気分高揚感目立たず。危険行為や衝動性なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋 茜様～終日隔離中。不穏、興奮なく穏やか。余暇時は臥床傾向。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・大下　良子様～終日隔離中。対面時は悪態。マットレスや毛布を壁に投げつける、奇声や怒声しながら壁蹴りしては「ここを開けろー！」と興奮強い。服薬は時間をかけ内服。その後は静穏に過ごせている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜馬渡Dr診察情報＞
・古積　幸太様～主治医からの診察あり。シクレスト5mg→10mgに増量、ミヤBM開始となる。

・三浦　華菜様～本人の行動に注意するように指示あり。

・瀬川　高雄様～主治医からの診察あり。本日からロラゼパム、ロナセンテープ開始となる。また、本夕からアイソカルゼリー、お茶トロミが開始となる。点滴の継続については明日船場Drに確認するように指示あり。

・三浦　郁子様～発熱時のIFオーダーを頂いている。また、退院支援を促すように指示あり。

・蛯名　優心様～退院支援について施設の選定を早急に実施するように指示あり。

・榊　正博様～前傾歩行ある為、チアプリド150mg→100mgに減量されている。

・坂田　容子様～南病棟への転出可の指示あり。また、退院支援を進めるように指示あり。

その他の患者様の指示・処方内容に変更なし。

＜田名部Dr診察情報＞
・小笠原　久年様～キーパーソンの声は気にならないと。水補について注意受けている。

・立花　圭様～水中毒について指導受けている。今後隔絶対応も検討と。診察中は前髪を気にして終始弄っている。

・安達　貴浩様～ちょっと怒ってしまったと振り返る。周囲が自分の事を言っていると感じると。食事形態は現状維持する様説明受けている。

・袴田　将志様～嗄声あり。嗄声の原因について本人は「ハルシオンの飲み過ぎです」と。SONYについて勉強していると話し妄想様言動あり。

・佐々木　勇蔵様～幻聴は否定。主治医の質問にも脱線傾向。

・若沢　理子様～幻聴について問われてもしばらく無言。南Drに対し妄想言動活発となる。部屋を替えて欲しいといった要望聞かれ、名前こそ出ないが、特定女性患者様の行動に対し思うところがある模様。

・宮澤　涼太様～主治医だけでなく南Ｄｒにも礼節保たれている。人の目は気にならないと。
最近はクリーンな男性が求められていると話し、社会に出たらパイプカットしたいと話す。性衝動は否定。内服薬の副作用として男性機能低下する事について主治医より話があり、追々考えていきましょうと。

・泉　沙耶様～「お父さんに西に戻って、洗濯は自分でするように言われました。自分も西に戻りたいです」と。昨日同様の内容訴えている。気分変動や幻聴は否定。主治医からは療養環境の変更は検討すると。

・高柳　和子様～調子良くなってきたことに対し、主治医から北病棟転出について話が及ぶと、北病棟の特定男性Nsの名前をあげ「怖いから行きたくないです」と。現東病棟はどうか問われると、特定女性患者様の名をあげ「ここにも居たくないです」と。対応について助言受け、北病棟転出については了承されている。

その他の患者様の指示・処方内容に変更なし。

＜患者様入院情報＞
日　　時：令和8年7月23日　10:39
　氏　　名：福原　久美子様（ふくはら　くみこ）様
　生年月日：昭和35年11月11日(65歳)
　病　　名：不安神経症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　昭和55年頃より全身性エリテマトーデスの診断で村井内科クリニック
　への通院を継続中。令和5年5月2日に新型コロナウィルス罹患し発熱や
　呼吸器症状はほとんどなく自宅療養していたが、翌日よりソワソワ感
　や漠然とした不安感が出現し、じっと横になっていることができず自
　宅内を歩き回る等していた。ソワソワ感が数日間持続したことから、
　八戸市立市民病院を受診するも、身体異常の所見はなく心療内科や精
　神科の受診を勧められていた。村井内科主治医に相談し、メイラック
　スやデエビゴの処方を受け症状改善していたため経過観察としていた。
　また、保育士として従事していたものの、責任の重さがストレスとな
　っており、同年7月に仕事を退職したことでストレス因が取り除かれ、
　症状も改善すると思われたが、ソワソワ感、食思不振、倦怠感が持続
　する。主治医からの勧めもあり、精神科での専門治療を希望して令和
　5年8月9日当院初診。以降は当院外来に通院し薬物療法を継続していた
　が、薬剤調整をすると副作用にて不調を生じることから外来での薬剤
　調整が不十分となっていた経緯あり、主治医より入院治療の提案あり。
　本人・家族からも症状改善のため入院治療の希望あり。
　　上記経過により東病棟Bユニット1号室に任意入院となる。
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